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貸  借  対  照  表
（２０２３年３月３１日現在）

      科        目 金     額       科        目 金      額

（資 産 の 部） 千円 （負 債 の 部） 千円

 流 動 資 産 11,545,817  流 動 負 債 4,386,815 

現 金 及 び 預 金 21,390 558,889 

受 取 手 形 7,151 1,160,480 

営 業 未 収 金 1,646,163 619,147 

貯 蔵 品 1,185,274 1,883,726 

前 払 費 用 78,550 61,875 

未 収 金 1,060,918 58,323 

そ の 他 7,546,369 44,373 

 固 定 資 産 5,882,846  固 定 負 債 1,268,334 

有 形 固 定 資 産 5,077,940 1,268,334 

建 物 2,151,858 

構 築 物 271,729 負  債  合  計 5,655,149 

機 械 及 び 装 置 457,913 

車 両 及 び 運 搬 具 527,338 （純 資 産 の 部）

工 具 器 具 及 び 備 品 281,419  株 主 資 本 11,773,514 

土 地 1,361,819 資 本 金 100,000 

建 設 仮 勘 定 25,861 資 本 剰 余 金 1,509,033 

74,533 

投資その他の資産 804,906 1,434,500 

出 資 金 100 利 益 剰 余 金 10,164,480 

長 期 前 払 費 用 1,100 182,020 

前 払 年 金 費 用 108,209 9,982,460 

繰 延 税 金 資 産 676,256 別 途 積 立 金 2,312,871 

差 入 保 証 金 4,394 繰 越 利 益 剰 余 金 7,669,589 

そ の 他 14,844 

純　資　産  合  計 11,773,514 

資　産　合　計 17,428,664 負 債 及 び 純 資 産 合 計 17,428,664 

(注)記載金額は千円未満の端数を切捨により表示しております。

預 り 金

支 払 手 形

営 業 未 払 金

前 受 金

未 払 金

未 払 費 用

未 払 法 人 税 等

資 本 準 備 金

退 職 給 付 引 当 金

そ の 他 利 益 剰 余 金

そ の 他 資 本 剰 余 金

利 益 準 備 金
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損　　益　　計　　算　　書

 　科          目 金　　　　　　　　　　額

千円 千円

24,344,475 

21,654,114 

2,690,360 

1,409,237 

1,281,123 

受 取 利 息 4,995 

固 定 資 産 売 却 益 4,388 

そ の 他 165,986 175,370 

固 定 資 産 除 却 損 5,449 

そ の 他 179,554 185,003 

1,271,490 

そ の 他 1,572 1,572 

そ の 他 1,580 1,580 

1,271,483 

451,499 

 5,374    △          446,124 

825,358 

(注)記載金額は千円未満の端数を切捨により表示しております。

自　　　２０２２年４月　１日

至　　　２０２３年３月３１日

当 期 純 利 益

経 常 利 益

売 上 高

売 上 原 価

売 上 総 利 益

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費

特 別 損 失

法 人 税 ､ 住 民 税 及 び 事 業 税

法 人 税 等 調 整 額

営 業 利 益

営 業 外 収 益

営 業 外 費 用

特 別 利 益

税 引 前 当 期 純 利 益
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別　途
積立金

繰　越
利　益
剰余金

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

当期首残高 100,000 74,533 1,434,500 1,509,033 182,020 2,312,871 7,198,858 9,693,749 11,302,783 11,302,783

当期変動額

　剰余金の配当  － 354,627△ 354,627△ 354,627△ 354,627△ 

　当期純利益  － 825,358 825,358 825,358 825,358

当期変動額合計  －  －  －  －  －  － 470,731 470,731 470,731 470,731

当期末残高 100,000 74,533 1,434,500 1,509,033 182,020 2,312,871 7,669,589 10,164,480 11,773,514 11,773,514

　　(注)記載金額は千円未満の端数を切捨により表示しております。

株 主 資 本 等 変 動 計 算 書

自　　　２０２２年４月　１日

至　　　２０２３年３月３１日

資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

株 主 資 本

資本金 資　本
準備金

その他
資　本
剰余金

資　本
剰余金
合　計

利　益
剰余金
合　計

株　主
資　本
合　計

利　益
準備金

純資産
合　計
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【個 別 注 記 表】 
 

Ⅰ．重要な会計方針に係る事項に関する注記 
 

１．資産の評価基準及び評価方法 

(１) 有価証券の評価基準及び評価方法 

①子会社株式及び関連会社株式   移動平均法による原価法 

②その他有価証券 

・市場価格のない         期末日の市場価格等に基づく時価法 

株式等以外のもの        （評価差額は、全部純資産直入法により処理し、売却原価 

は移動平均法により算定） 

・市場価格のない株式等      移動平均法による原価法 

 

(２) 棚卸資産の評価基準及び評価方法 

・貯蔵品             主として移動平均法による原価法 

（貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下げの方 

法により算定） 

 

２．固定資産の減価償却の方法 

(１) 有形固定資産                     定額法を採用しております。 

但し、10万円以上 20 万円未満のものについては、3年間 

で均等償却しております。 

 

(２) 無形固定資産 

ソフトウェア                     自社利用可能期間（5年間）に基づく定額法を採用してお 

ります。 

 

(３) 長期前払費用                     均等償却しております。 

 

３．引当金の計上基準 

(１) 貸倒引当金 

     ①一般債権             債権の貸倒による損失に備えて、貸倒実績率法により算定 

                      し、計上しております。 

 

    ②貸倒懸念債権及び          債権の貸倒による損失に備えて、個別に回収可能性を検 

     破産更生債権           討し、回収不能見込額を計上しております。 

 

(２) 退職給付引当金 従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退

職給付債務及び年金資産の見込額に基づき計上しており

ます。 

① 退職給付見込額の期間帰属方法 退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年

度末までの期間に帰属させる方法については、給付算定式

基準によっております。 

② 数理計算上の差異及び 過去勤務費用については、その発生時における従業員の 

過去勤務費用の費用処理方法 平均残存勤務期間以内の一定の年数（12 年）による定額法

により費用処理しております。 

数理計算上の差異については、各事業年度の発生時におけ

る従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（12 年）に

よる定額法により按分した額を、それぞれ発生の翌事業年

度から費用処理しております。 

 

 

 

 



- 5 - 

４．収益の計上基準 

 

収益は、次の 5つのステップを適用し認識される。 

 ステップ 1：顧客との契約を識別する。 

 ステップ 2：契約における履行義務を識別する。 

 ステップ 3：取引価格を算定する。 

 ステップ 4：契約における履行義務に取引価格を配分する。 

 ステップ 5：履行義務を充足した時に又は充足するにつれて収益を認識する。 

 

当社の売上収益は主として製鉄所構内輸送、鉄鋼製品の陸上輸送等の物流サービスによるものであ

ります。 

 

(１) 一時点で充足される履行義務 主として製鉄所構内輸送、鉄鋼製品の陸上輸送等の物流に

ついては、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転し

た時点で収益を認識しております。 

 

５．その他計算書類作成のための基本となる重要な事項 

 

(１) グループ通算制度の適用      当社は、当事業年度の期首より連結納税制度から日本製鉄

株式会社を通算親法人とするグループ通算制度に移行し

ております。これに伴い、法人税および地方法人税並びに

税効果会計の会計処理および開示については、「グループ

通算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取

り扱い」（実務対応報告第 42号 2021 年 8月 12 日。以下

「実務対応報告第 42 号」という。）に従っております。ま

た、実務対応報告第 42 号第 32 項(1)にもとづき、実務対

応報告第 42 号の適用に伴う会計方針の変更による影響は

ないものとみなしております。 

 

Ⅱ．収益認識に関する注記 

 
（収益認識基準に関する会計基準の適用） 

「重要な会計方針に係る事項」の「収益の計上基準」に記載のとおりであります。 

 

Ⅲ．株主資本等変動計算書に関する注記 

 

１．当事業年度末における発行済株式の総数 

   普 通 株 式 3,031,000 株 

 

２．配当に関する事項 

 

(１) 配当金支払額 

決 議 
株式の 

種類 

配当金の総額 

（千円） 

1株当たり 

配当額（円） 
基準日 効力発生日 

2022 年 6月 29 日 

定時株主総会 

普通 

株式 
354,627 117 2022 年 3月 31 日 2022 年 6月 30 日 
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Ⅳ．追加情報  
 

日鉄物流グループ体制の見直しについて 

 

2023 年 1月 30 日開催の日鉄物流鹿島㈱取締役協議におきまして、2023 年 10 月 1 日を目途とする 

日鉄物流グループの体制の見直しについて実施することを決議しました。  

 

施策の内容 

 (１) 日鉄物流鹿島㈱は、完全親会社（100%親会社）である日鉄物流㈱に対して当社の権利義務の

全部を承継する吸収合併を実施し、日鉄物流㈱を存続会社とします。 

 

 

 


